
平成２８年１０月４日 

「公共建築の日」及び「公共建築月間」中部地方実行委員会 

 

★公共建築に関するイベントを開催します☆ 
 

 

 

 

 

 

【イベント内容 ： 講演会と公共建築パネル展を開催 】 

◆公共建築パネル展 （１０～12 月） 

「南海トラフ巨大地震に備える」  

～東日本大震災の教訓と熊本地震を通して～  

東日本大震災から 5 年が経過し、震災の記憶を風化させない取り組みが進められている中、熊

本地震の発生により住宅・建築物における甚大な被害状況を目の当たりにし、改めて南海トラフ巨

大地震に対する平時の備えの大切さを再認識したところです。 

熊本地震の被災地では、「被災建築物応急危険度判定」や「応急仮設住宅の供与」等の早急な

対応が求められ、中部地方からも多くの建築技術者を被災市町へ派遣し、その果たす役割の重要

性が注目されました。 

そこで、東日本大震災の教訓を踏まえた中部管内の防災・減災の取り組み、熊本地震における

建築技術者の支援等、ハード・ソフト両面での取り組みを広く地域の皆さまにお伝えするためパネ

ル展を開催します。 

 

【日時・展示場所】 

・平成２８年１０月 ４日（火）～１０月１３日（木）  

名古屋合同庁舎第２号館 １Ｆロビー （中部地方整備局） 

・平成２８年１０月１８日（火）～１０月２７日（木）  

静岡市役所庁舎１階ロビー  （静岡市） 

・平成２８年１１月 １日（火）～１１月 ９日（水）  

アスト津 3 階 

みえ県民交流センター交流スペース  （三重県） 

・平成２８年１１月１５日（火）～１１月２４日（木） 

     岐阜県庁２階正面玄関ロビー  （岐阜県） 

・平成２８年１１月２９日（火）～１２月 ８日（木）  

名古屋市役所西庁舎２階の一部  （名古屋市） 

・平成２８年１２月１３日（火）～１２月２２日（木）   昨年のパネル展示の様子 

浜松市役所西庁舎１階市民ロビー  （浜松市） 

 

    ※ 中部地方整備局及び各県での持ち回り展示となるため、運搬・準備の都合上、 

実際の展示期間と異なる場合があります。 

 

 

１１月１１日は公共建築の日、１１月は公共建築月間です。 

国民の皆様に公共建築への関心を持っていただくため、中部地方整備局等の後援を 

得て、今年度中部地区において以下のイベントを 10 月から 12 月に開催します。 



◆講演会  （11 月 17 日） 

「施設を良好に末永く活用するために」  
 

日 時   平成２８年１１月１７日（木）１４：００～１７：３０ 

場 所   フジコミュニティセンター（名古屋市中村区黄金通１－１８） 

（旧名）愛鉄連厚生年金基金会館 

 

 

・講演１  地方自治体オフィスのリニューアル 

      ～三重県庁本庁舎の改修計画を事例として～ 

  講師  三重県 伊勢建設事務所 建築開発室長   安藤 亨 氏 

  

・講演２  京都駅ビルを１００年維持するために 

～Strategies to sustain Kyoto Station Building for the next century～ 

    講師  京都駅ビル開発株式会社 常務取締役 管理部長  髙浦 敬之 氏 

 

・講演３  ストック建築の最大活用・教育改革への対応とＦＭ業務の実践 

～既存研修施設を医療系４年制大学として活用～ 

講師  株式会社 ＮＴＴファシリティーズ  

ファシリティマネジメントビジネス本部 副本部長 赤川 寛 氏 

 

※ 講演会の開催趣旨は、別添チラシをご覧下さい。 

 

 

 

２．資 料：別添チラシ 

 

３．取 材：自由 

 

４．配布先：中部地方整備局記者クラブ、岐阜県政記者クラブ、静岡県政記者クラブ、 

      三重県政記者クラブ、三重第二県政記者クラブ 

 

 

５．問い合わせ先： 

「公共建築の日」及び「公共建築月間」中部地方実行委員会 

（一社）公共建築協会中部地区事務局 事務局長 船戸 和生 

電 話 ０５２－２４３－０７８９ 

ＦＡＸ ０５２－２４１－６１５２ 





 行政、教育、文化、社会福祉など様々な分野にわたる各種の公共建築は、広く地域の人々の生活に密接な関わりを持ち、地域の活性化、街並み

 ・景観の形成を図る上で重要な役割を果たしています。公共建築の果たす役割を国民の皆様に広く知っていただくため、また、国民生活により一層

 密着した公共建築を考えていくために、「公共建築の日」「公共建築月間」が創設されました。

 「公共建築の日」である１１月１１日は、建築の基本的な構造を象徴している四本の柱をイメージしており、国会議事堂の完成年月が昭和１１年

 １１月であることにも由来しています。

  講演１

安藤 亨  氏  三重県 伊勢建設事務所  建築開発室長

  講演２

髙浦 敬之 氏   京都駅ビル開発 株式会社 常務取締役・管理部長

 

  講演３

赤川 寛   氏 株式会社 ＮＴＴファシリティーズ ファシリティマネジメントビジネス本部 副本部長

※以下の記入欄に必要事項を記入の上、ＦＡＸでお申し込み下さい。

 申込先 ： （一社）公共建築協会中部地区事務局 ＴＥＬ ： ０５２－２４３－０７８９ 

※参加者には、確認票をＦＡＸで返信致します。応募者多数の場合は、先着順とさせて頂きます。 （定員：１９８名）

 ※講演会は、建築ＣＰＤ情報提供制度の認定を受けたプログラムです。認定を希望される方は、当日、参加者 Ｉ Ｄを名簿にご記入下さい。

代表者名 ： ＴＥＬ：

勤務先   ： ＦＡＸ：

※ご記入いただいた個人情報は厳重に管理し、このイベントの受付確認以外の目的で使用することはありません。

地方自治体オフィスのリニューアル ～ 三重県庁本庁舎の改修計画を事例として ～

ストック建築の最大活用・教育改革への対応とFM業務の実践 ～ 既存研修施設を医療系４年制大学として活用 ～

略歴 等

 ２００２～２００５年

現職

１９８４年

公共ＦＭ 及び  キャンパスＦＭなどのコンサルティングに従事

  ビルオーナーかつ技術者として、京都駅ビルの運営・維持管理を通じて建物の長寿命化を考察中

略歴 等

 １９９８～２００５年

２０１６年

日本電信電話株式会社 入社

日本国有鉄道入社

西日本旅客鉄道（JR西日本）入社

二条駅（京都）など高架事業、駅ビルの運営・維持管理等に従事

管財室にてＦＭによるオフィス改善・庁舎修繕担当

２０１４年

（株）ＮＴＴファシリティーズ

 

２００７年

我が国では、高度成長期以降に集中的に整備された社会資本が、今後急速に老朽化することが見込まれており、既存の公共建築
物を含む社会資本に対して、トータルコストの縮減や予算の平準化を図りつつ、適正かつ計画的な維持管理・更新、統廃合、長寿命
化等を行っていくことが喫緊の課題となっています。
このため「施設の長寿命化」に関する事例を通して実施手法や留意点の把握等、知見を深めることにより公共建築物の有効活用の

取組みの更なる強化、並びにその広報を目的として講演会を企画しました。

１９８１年

 

勤務先（代表者と勤務先が異なる場合）

申込先 ＦＡＸ ： ０５２－２４１－６１５２

京都駅ビル開発(株)

□有 □無

１１月１１日は「公共建築の日」、１１月は「公共建築月間」です。

講演会 施設を良好に末永く活用するために

平成２８年度「公共建築の日」及び「公共建築月間」中部地区イベント 講演会 ＦＡＸ申込書

講演会参加者 氏名 建築ＣＰＤ希望

京都駅ビルを１００年維持するために ～ Strategies to sustain Kyoto Station Building for the next century ～

１９９２年

略歴 等
１９８７年

□有 □無

□有 □無  

 

(株)鴻池組 東京本店 設計部

１９９１年 三重県 入庁 土木部 建築営繕課

現職 （2015年 三重大学にて博士号取得）

１９８９年

□有 □無  

□有 □無

フ リ ガ ナ


